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2015（平成 27）年 6 月 5 日付朝刊















１　　５月２８日　　田 中 　 大 士
２　　６月２５日　　山 下 　 則 子
３　　７月２３日　　海 野 　 圭 介
４　　８月２７日　　小 山 　 順 子
５　　９月２４日　　寺 島 　 恒 世
６　１０月２２日　　齋藤　真麻理
７　１１月２６日　　神 作 　 研 一











































広く古典に親しむことを目的として、	平成 24 年３月に法制化されました。11 月 1 日は、我が国の代表的な古典























	 	 	 宛名：国文学研究資料館「古典の日」講演会係
	 		 ※官製ハガキにてお送りください。
	 	【E-mail	の場合】	宛先：kikakukoho@nijl.ac.jp



































































































































日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 1 2 3 4 5 1 2 3
2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10
9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17
16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24
23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31
30 31
●開館 :9:30〜18:00　　●請求受付 :9:30〜12:00,13:00〜17:00　　●複写受付 :9:30〜16:00
ただし、土曜開館日は、
●開館 :9:30〜17:00　　●請求受付 :9:30〜12:00,13:00〜16:00　　●複写受付 :9:30〜15:00
閲覧室カレンダー　2015 年 8 月〜 2015 年 10 月
二曲三体人形図（当館蔵　川瀬一馬旧蔵書）
袋綴冊子本1冊。28.5×19.9㎝。「応永廿八年七月日　世阿判」の奥書のある世
ぜ あ み
阿弥伝書の写本。
世阿弥は応永27年（1420）6月に著した『至
し
花
か
道
どう
』の「二
にきょく
曲三
さんたい
体の事」において、能の芸を修得する際の根本と
しての二曲と三体を規定した。二曲とは能の演技の基本要素である謡と舞、三体とは能の物まねの基本風体であ
る老
ろうたい
体（老人）・女
にょたい
体（女性）・軍
ぐんたい
体（武士）を言い、そのほかの風体は二曲三体から自然に生まれる応用風である
とする。
『二曲三体人形図』は、この二曲三体説を詳論した伝書で、『至花道』では二曲三体とその応用風の演技のあり
方を詳しく述べていないため、絵図を用いて具体的に説いたものである。初めに「二曲之人形」として「童
とう
舞
ぶ
」、
次いで「三体之人形」として「老体」「老舞」「女体」「女舞」「軍体」、さらに「砕
さいどうふう
動風」（人間が鬼になったもの）
「力
りきどうふう
動風」（本来の鬼）「天女」の各風体を掲げ、それぞれ絵図の下に説明を付している。能の絵図として最古のも
のである。
この写本は、戦前には安田善次郎の安田文庫に蔵され、昭和20年3月刊の川瀬一馬『頭註世阿弥二十三部集』の
底本に用いられたが、長らく所在が不明であった。実は川瀬氏の手に移っていたもので、平成24年度に当館の
所蔵となり、それ以前に当館で購入した川瀬氏旧蔵の古典籍類約450点とともに、特別コレクション「川瀬一馬
旧蔵書」の中に含まれている。
筆跡などから、第八世観
かん
世
ぜ
大
た ゆ う
夫元
もと
尚
ひさ
（1536 ？～
1577）の書写になり、世阿弥直系の子孫の家である
越
お ち
智観
かん
世
ぜ
家
け
伝来本に基づく写本と推定される。室町
中期書写の金
こんぱる
春禅
ぜん
竹
ちく
書写本に次ぐ古写本で、本文・
絵図とも禅竹本と相補う点がある。たまたま、この
写本を江戸中期に転写した観世大夫家の本に基づ
き、田
た
安
やす
宗
むね
武
たけ
が写させた本が当館の特別コレクショ
ン「田安徳川家資料」の中にあるので、参考のため
両者の「童舞」の図を並べて掲げておく。
（落合　博志）
青は休館日 黄色は土曜開館日
田安徳川家本 観世元尚書写本
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